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第１回 小林小学校・平尾小学校 学校適正配置検討会議 議事要旨 

 

１ 日時 

  令和７年６月 30 日（月） 19 時から 20時 30 分 

 

２ 場所 

  平尾小学校 多目的室 

 

３ 出席者 

  （委員） 

   木村委員、今野委員、鷲見委員、谷田委員、森委員 

   上村委員、國頭委員、西岡委員、西村委員、松下委員 

  （事務局） 

   村田 大正区担当教育次長（大正区長） 

北吉 大正区教育担当部長（大正区副区長） 

前田 大正区教育担当課長（大正区役所こども・教育担当課長） 

二階 大正区教育担当課長代理（大正区役所教育施策担当課長代理） 

吉武 大正区教育政策課担当係長（大正区役所保健福祉課担当係長） 

髙岸 大正区教育政策課（大正区役所保健福祉課） 

   奥田 教育委員会事務局学校適正配置担当課長代理 

松下 教育委員会事務局学事課担当係長 

海谷 教育委員会事務局指導部指導主事 

（オブザーバー） 

   山本 小林小学校長、飯塚 平尾小学校長 

 

４ 議題 

（１） これまでの経過及び「小林小学校・平尾小学校 学校再編整備計画」について 

（２） 検討会議について 

（３） 今後の進め方について 

（４） その他 

 

５ 会議資料 

  会議次第 

【資料１】これまでの経過と今後の進め方（フロー図） 

【資料２】小林小学校・平尾小学校 学校再編整備計画 

【資料３】小林小学校・平尾小学校 学校適正配置検討会議（概要） 

【資料４】意見聴取項目及びスケジュール（案） 

【資料５】再編整備後の学校名の検討事例 

【資料６】現在の校章・校歌・標準服 
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【資料７】再編整備後の通学路（案） 

【資料８】再編整備後の学校の魅力化案 

【資料９】小林小学校・平尾小学校 学校適正配置検討会議開催要綱 

【資料10】小林小学校・平尾小学校 学校適正配置検討会議メンバー名簿 

 

６ 議事要旨 

（１） 事務局より説明 

    事務局から、「小林小学校・平尾小学校 学校再編整備計画」の概要、検討会議の概要、 

意見聴取項目及びスケジュールなどについて説明を行った。 

 

（２） 質問・意見等の概要 

【学校名について】 

 （委員） 

   対等な立場での統合とお聞きしているので、新しい学校名をつけてもらったらありがたい。 

（委員） 

   小林小学校というのは平尾小学校の分校という過去もあったので、元に戻るという意味でも

平尾小学校でいいのではないかと思う。 

 （委員） 

   そういう考えでは、対等な統合にならないのではないか。 

（委員） 

大正中央中学校があるので、大正中央小学校というのも１つの案としてよいのではないか。 

（委員） 

   新しい校名というのももちろんありかなと思うが、小林小学校の土地を使うのであれば小林

小学校、平尾の学校を使うのであれば、平尾小学校でいいのではないかと思っていた。防災の

拠点にもなっているので、大正中央小学校に逃げろとなったときにお年寄りにまで場所が浸透

できるのか。 

 （委員） 

   防災の話が出たのでお尋ねするが、津波のハザードマップでは小林小学校よりも平尾小学校

は浸水が深い。今更であるが、校地を小林小学校に変えることはできないのか。 

 （学校適正配置担当課長代理） 

   学校の場所を変える場合、再編整備計画を変更するということになるので、改めて教育委員

会会議にかけるなどの手続が必要となる。 

（教育担当部長） 

   防災については、地域ごとでも地区の防災計画を作成している。統合後の学校における児童

在校中に災害があった場合の防災については、今後考えていく必要がある。 

（平尾小学校長） 

   現時点でも、児童数があと 100 名増えても、３階以上に全員を避難させることができる。 

（委員） 

  学校名が平尾小学校のままというよりも、新しい知恵が出ないかなと思う。 
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（委員） 

  生野区の生野未来学園のような、おしゃれなのもいいかなと思う。 

 （委員） 

   資料８に「１小１中となることにより、小・中連携を強化」とあるので、できれば平尾、   

小林という名前ではなく、大正中央として子どもたちがこれから小中両方の運動場を使ったり、

何かを小中でできるようなイメージを持ちながら名前も考えていければと思う。 

 （教育担当課長） 

   今回新たに統合することによって、大正中央中学校校下では１小１中となるので、魅力ある

学校という点では、区役所だけではなく、学校とともに知恵を出して進めていきたい。 

   学校名をどうするかについては、さきほどご説明させていただいたとおり、１つは広く学校

名を募集するという方法で、その中に平尾小学校も含まれるし、先ほど委員から大正中央小学

校がいいのではないかという意見もあったが、検討会議のメンバーで決める方法もある。また、

他区の事例では区担当教育次長 （区長）が提案して決めている場合もあり、決め方をどうする

かもご意見をいただきたい。 

 （委員） 

   生野区の例を見ると、市内や全国で一般公募をしているが、校区に関係のない人たちが学校

名について意見を言うメリットはあるのか。 

 （教育担当課長代理） 

   幅広く色々な選択肢を提供してもらうために範囲を広げたのではないかと推測する。 

 （教育担当課長） 

   公募するのであれば、大正区内でもいいし、小林・平尾地域の中で募集するのもありと思う

ので、ご意見をいただきたい。 

 （委員） 

   小林と平尾の児童、保護者でアンケートをとると、人数が違うことで不公平になるので、公

平になるよう考えてもらいたい。 

 （教育担当課長代理） 

   アンケートをとるにしても、地域での数が均等になるように計算して集計している区もある

ので、そういった他区の集計方法も参考にしながら考えてまいりたい。 

（委員） 

  そういう条件をつけてもらえれば構わない。 

（委員） 

   公募するのであれば、両校区で募集したほうがいいと思う。地域をわかっていないところの

人の意見は参考にならないと思う。 

（委員） 

   学校名は、平等性も考え、アンケートで決めるのが一番いいと思う。 

 （区担当教育次長） 

   区担当教育次長が提案するとしても、メンバーの皆様の意見を集約して案を検討会議にお示

しして、アンケートをするかどうかといった形になるかと思う。 

 （委員） 

   それでいいと思う。 
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 （平尾小学校長） 

   学校名が変わるということは、校章や校歌が変わるということについて、小林のほうでも平

尾のほうでも広く保護者や在校生に理解しておいていただきたい。 

（委員） 

   平尾小学校は今年で創立 70 周年となるが、もし学校名が変わったり、あるいは平尾のまま

であった場合に、創立何年というのはどういう取扱いになるのか。 

 （学校適正配置担当課長代理） 

周年については、今日は即答できないので、調べさせていただく。一般的に学校名が変わっ

たりすると、それぞれ閉校式をしている場合もあるが、他区の事例を調べさせていただく。 

 （教育担当課長） 

   学校名が変わったことによって、その学校の歴史を継続するのか、新しい学校として始めて

いくのか、そのあたりご意見を踏まえて検討していくことになると思う。 

 （教育担当課長代理） 

   学校名決定の進め方については、次回会議までに皆様の案も伺いながら、何案かご提示させ

ていただく。アンケートの実施や方法は次回の会議で検討させていただく。 

 

【標準服について】 

（教育担当課長） 

   私服の学校もあるので、まずは、私服とするか標準服とするかという点についてご意見をい

ただきたい。 

（委員） 

   制服は、どこにいてもどこの小学校の子やという目で見てもらえるし、親としても楽だし、

制服はあってほしい。また、制服は入学と同時に皆統一したものであってほしい。現在のどち

らかのデザインとすると、新たに貸与されるのが一方の学校の児童だけになり不公平感がある。

デザインは一新して、ここの制服を着たいと思ってもらえるようなものになればいいと思う。

スカートかズボンかも選べたらいいと思う。 

 （委員） 

   私服は家庭事情もあるので、新しい制服にしていただきたい。デザインはかわいいのをお願

いしたい。 

 （教育担当課長） 

   児童や保護者に意見を聴くという方法もあるが、標準服については、私服ではなく標準服を

前提として検討していく方向でよろしいでしょうか。 

 （委員） 

   その方向でお願いしたい。 

 （委員） 

   大正中央中学校の女子がスカートでもズボンでもいいというのに変わっているので、小学校

もそのようにしてもいいのではないか。 

 （平尾小学校長） 

   男子でも女子でもズボンかスカートか選べるようにすればいいと思う。 

 （委員） 
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   デザインも例えば最新の着やすい、サイズの買い替えがなくて、長いスパンで着られるデザ

インだとか、帽子にしても、学年が上がるとかわい過ぎてかぶれないという子もいたりするの

で、こういうデザインもあるんだということとか知りたい。 

 （教育担当課長） 

  他区の状況などを調べさせていただく。 

 （区担当教育次長） 

統合後に入学する児童については制服は自己負担となることや、買い替えをする際のことも

考慮し、あまり高額なものとならないよう注意する必要がある。 

（教育担当課長代理） 

標準服は、デザインを一新する方向で、デザインの決め方については、他区の状況も参考に

しながら皆様にご提示して決めてまいりたい。 

 

【通学路について】 

 （教育担当課長代理） 

   大正通や両校区の境目を渡るポイントをどうするかといった点や、そこをどう見守っていく

かとかという点についてご意見をいただきたい。 

 （委員） 

   小林地域には消防署のところに歩道橋が１か所あるだけで、平尾の歩道橋はかなり南まで行

かないとない。そうすると、場合によれば横断歩道を渡ることになるが、見守り隊は高齢化し

ており、注意してやっていかないと難しい。大正中央中学校前に歩道橋があるとちょうどいい

のだが。 

 （委員） 

   実際に住んでいる人のことを考えないといけない。歩道橋を渡るために大回りするのは大変。

実際にどのくらいの人数になるかを確認する必要がある。大正中央中学校前の交差点は右折・

左折がないので、安全は安全である。中学校のもう一つ南のバス停がある交差点は車が多いし、

車の右左折で危険。 

 （委員） 

   歩道橋を増やすことも、この統合において予算を組むことができるのか。 

 （学校適正配置担当課長代理） 

即答はできないが、今は歩道橋を新たに造るという動きがないというのは聞いている。今お

話しいただいたとおり、交通量が多く、右折・左折があるのは危険と思うので、交通量を見な

がら警察や建設局の工営所も交えて安全対策を検討していくことになる。可能かは分からない

が、歩行者だけ青信号で、歩車分離で車の右左折を止めることも考えられる。 

 （委員） 

   車がきちっと見てくれたらいいが、歩車分離信号だと気付かずに横の信号が赤になったらす

っと行く車があると危険。 

 （平尾小学校長） 

   効率的に登校したいという気持ちは重々分かるが、何よりも命が大事であるので、現在は遠

回りになっても歩道橋を渡って来るようにと指導している。 

私どもの願いとしては、第１希望は歩道橋を造っていただく、第２希望は歩車分離の信号に
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していただく、また、地域の皆様方、保護者の皆様方に登校の見守りをお願いしますというの

も厳しいと思うので、生活指導支援員を毎日デイリーヤマザキのところに８時から８時２０分

は立っているというような形にしていただけたらと思う。 

 （学校適正配置担当課長代理） 

   歩道橋、信号については確認させていただく。 

 （委員） 

   今、小林小学校は集団登校ではないので、見守り時間が 40 分近くになることもある。大通

りでなければいいが、大通りを渡るとなるとすごく心配。そこまで見守りで旗を持って立って

いるというのは難しい。 

 （教育担当課長） 

   登校の方法について、例えば、小林西地域から来る児童については集団登校にするといった

ことを新たな学校で考えていただくことはできないか。 

 （小林小学校長） 

   歩道橋を造って集団登校をしてもよいわけだから、まずは集団登校が前提ではなくて、でき

ることをしていただいた上でということであれば。 

 （教育担当課長） 

   集団登校が出来るのかどうか、また、見守り隊の担い手不足という話もあったので、生活指

導支援員を配置するなどソフト面も含めて何がベストなのかということをこの会議で検討さ

せていただきたい。 

 （委員） 

   大正中央中学校のところの大正通の両サイドに、見守ってくれる人が立ってもらえたら、い

いと思う。 

 （平尾小学校長） 

   現時点では大正通の西側から平尾小学校に通っている児童は、学校選択制で入ってきている

ので、校区までは保護者の方の責任でお願いしますという形になっている。しかし、学校の校

区が広がると、学校として考えていく必要があるので、地域の方にお願いすることになるか、

そのエリアの保護者の方に、子どもだけでばらばらと来るよりは集団で登校するという形はお

願いできませんかという働きかけをするなど、幾つかの方法を考えて、学校としては生活指導

の一部として実施していく必要があると思っている。 

 （委員） 

   新しい何かをしようとするならば、今まで地域の人にお願いしていたことも今後は行政が負

担していくということも考えてほしい。 

 （教育担当課長代理） 

   いろいろとご意見をいただきましたハード面、ソフト面を含め、何ができるのかということ

を検討のうえ、次回の会議でお示しさせていただく。 

平尾小と小林小校区の境目の横断箇所について、何かご意見はございますか。 

 （委員） 

   小林公園南西角の交差点については、過去から信号の設置を要望してきたが、交通量等の理

由により設置に至らなかったことがある。案のとおり、現在設置されている信号のある道を通

学路とするのがよい。 
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 （委員） 

   統合を機にこの交差点での児童の行き来が増えると思うので、信号の設置については、この

機会に検討してほしい。 

 （学校適正配置担当課長代理） 

   通学路に新たになるところは、通学路安全プログラムでも検討していく。 

 （平尾小学校長） 

   現在、小林の校区から学校選択制で来ている児童は、そこを通っているので、できれば信号

をつけていただいたらと思う。 

（委員） 

   この道は、通学路という意味では人通りも少なく、民家もない。小林小学校が使われなくな

ったら、下水処理場との間に時々車が止まったりしていて、小学生が歩いて通ってほしくない

場所である。だから通学路はサンディの前の道の方が人目があって安全と思う。 

 （区担当教育次長） 

   信号機の設置については、警察の管轄になるので、できるとかできないとは言えないが、皆

さんの意見を伝える。 

 （教育担当課長代理） 

   校区の境を横断する箇所の通学路については、案のとおり、信号を横断するということでよ

ろしいでしょうか。 

 （委員） 

   はい。この図面のとおりでいいと思っている。 

 （教育担当課長代理） 

   本日の議事は以上とさせていただきます。最後に区長から一言お願いします。 

 （区担当教育次長） 

   委員の皆様のおかげをもちまして、いい形で新しい小学校をつくっていければという希望が

出てきたかなという感じがいたしました。今いただいた委員の皆様からのご意見をしっかりと

我々が受け止めて、案を作成していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。本

日はありがとうございました。 

 （教育担当課長代理） 

   次回の会議は、10月頃を予定しています。開催場所は平尾小学校と小林小学校、交互で考え

ておりますので、次回は小林小学校での開催を予定しております。 

   以上をもちまして、本日の検討会議を終了いたします。 


